
１ はじめに

沖縄県には化石の保存に適した石灰岩が広く分布

しており､ 港川人をはじめとする人類化石がいくつ

も発見されている｡ この地質的好条件を踏まえ､ 沖

縄県立博物館・美術館では､ 新たな人類化石の発見

をめざした調査研究を開始した｡ その一環として､

平成��､ ��年度に南城市武芸洞の発掘調査を実施し､

以下の成果を得た｡

① 武芸洞が縄文時代前期から弥生並行時代にかけ

て､ 生活地や墓地として利用されていたことが明

らかになった｡

② 沖縄島南部では初となる爪形文土器の包含層

(調査区Ⅲ・４層) を確認した｡

③ 面縄前庭式土器を伴う炉址�基および焼土面を

確認した (調査区Ⅲ・３層)｡

④ 石棺墓１基 (調査区Ⅳ・ＳＸ�) を確認した｡

石棺墓内からは宇佐浜式～仲原式頃の土器片が検

出されており､ 縄文時代晩期に属するものと推測

される｡

⑤ 石棺墓からは､ 埋葬状態を保ったほぼ完全な男

性の骨格�体分 (第�号人骨) と､ 多数の遊離骨

が検出された｡
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⑥ 第�号人骨の左前腕に接して直径���程の貝珠

��個が検出された｡ これらは着装されていたも

のと考えられる｡

これらの成果は､ さまざまな点で重要な意義をも

つと考えられるため､ 以下に速報的に調査の概要を

記載しておきたい｡

２ 武芸洞の概要と調査の方法

武芸洞は､ 沖縄県南城市玉城大字前川字照田嶽原

����番地に位置し､ 観光施設「おきなわワールド｣

に隣接するガイドツアーコース「ガンガラーの谷｣

内に含まれる｡

洞穴は東西���､ 南北�	�程度の規模を有し､ 天

井の高さは高いところで約４ｍをはかる (第１図)｡

東西に２カ所､ 天井部の陥没によって形成された開

口部を有するため､ 洞内はおおむね明るく乾燥して

いるが､ 北側の袋状になったフロアの地表面は､ 天

井からの水分の滴下によって常時ぬかるんでいる｡

洞床面のレベルは北側で高く､ 南に向かって低くなっ

ており､ かつては北から南に流水があったようであ

る｡ しかし､ 関係者の話では､ 現在では降雨時にも

洞内を水が流れることはないとのことであった｡

洞床の標高は��～���程度で､ 北側で高く､ 南側

に向かって低くなる｡ また､ 東西の開口部付近では､

洞外から流入した石灰岩礫や土壌が厚く堆積してい

る様子が観察された｡ 隣接する雄樋川の河床とは断

崖によって隔てられており､ 比高差は６～７�程度

である｡

武芸洞の位置する雄樋川流域には､ 観光洞として

知られる玉泉洞をはじめ､ 大小の鍾乳洞が多数分布

し､ 洞穴遺跡も多い｡ 武芸洞では､ 以前より石斧や

磨石などが採集されており､ 先史時代の遺跡が存在

する可能性が考えられていた｡ また､ 武芸洞は港川

フィッシャー遺跡に近く､ 雄樋川流域の洞穴群の中

でも規模が大きいこと､ 東西に二つの開口部を有し､

明るく乾燥した洞穴であることから､ 先史時代の生

活場所として好条件を備えた地点と思われた｡

そこで､ 沖縄県立博物館・美術館では､ 国立科学

博物館､ 東京大学､ 沖縄の地元研究者によって構成

される沖縄更新世遺跡調査団 (団長 馬場悠男 国立

科学博物館人類研究部長) と共同で､ 平成�
､ �	年

度に武芸洞の発掘調査を実施した｡ 今回の発掘調査

にあたり､ 南城市､ 南城市教育委員会､ 八重瀬町教

育委員会､ 沖縄県立埋蔵文化財センター､ 株式会社

南都､ おきなわワールド、ガンガラーの谷をはじめ

とする関係機関には､ 多大な御支援､ 御協力を賜っ

た｡

現地での発掘調査には下記の方々にご参加いただ

いた｡

赤嶺 敏､ 伊藤 圭､ 稲福 正､ 上間一平､ 大岡

素平､ 大城逸朗､ 海部陽介､ 我喜屋千秋､ 川村玲未､

金城 達､ 具志堅初子､ 久高将臣､ 栗田隆気､ 幸地

美千子､ 近藤 恵､ 坂上和弘､ 新城啓八､ 諏訪 元､

玉栄飛道､ 知念千代､ 土肥直美､ 名嘉政修､ 仲地政

英､ 縄田雅重､ 馬場悠男､ 福元亜由美､ 細川 愛､

松浦秀治､ 宮城清志､ 宮城光平､ 宮平真由美､ 山田

浩久､ 山田雅幸 (順不同・敬称略)

また､ 下記の方々には様々にご指導､ ご助言を賜っ

た｡

新垣義夫､ 伊藤慎二､ 大城一成､ 大城秀子､ 大山

盛弘､ 片桐千亜紀､ 岸本義彦､ 金城亀信､ 久高 健､

小橋川 剛､ 崎原恒寿､ 島袋春美､ 島袋 洋､ 新里

貴之､ 新里尚美､ 瀬戸哲也､ 高橋 巧､ 知念 勇､

仲宗根 求､ 新田重清､ 盛本 勲､ 山村貴輝 (順不

同・敬称略)

このほか､ 多くの方々に調査に関わる様々なご支

援､ ご援助を賜った｡ 関係各位に篤く御礼申し上げ

る｡

今回の武芸洞調査にあたっては､ 東西の開口部を

見とおすように任意に基準線を設定し､ この基準線

に平行､ 直交する形で２�×２�のグリッドを設定

した (第１図)｡ グリッドによって区画される各マ

ス目には､ アルファベットとアラビア数字の組み合

わせからなる区名を付している｡ 遺物の取り上げや

測量は､ 原則としてこのグリッドに基づいて行った｡

なお､ 今回示す測量図中の北は磁北 (�������

�����) である｡

上記のように､ 武芸洞の調査は平成�
､ �	年の２

ヵ年にわたって､ 沖縄県立博物館・美術館と沖縄更

新世遺跡調査団が共同で実施した｡ 平成�
年度には

調査区Ⅰ､ ⅡおよびＪ
､ Ｈ��区の試掘を実施し､

平成�	年度には調査区Ⅲ～Ⅴの発掘調査および洞内

外の２ヵ所での地質調査 (ボーリング) を実施した｡
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第１図 武芸洞地形図（縮尺�����）
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３ 平成19年度の調査 (第１次調査)

平成��年��月��日 (月) ～��日 (日) まで実施し

た｡ 調査面積は約８㎡である｡ また､ ��月��日には

現地見学会を開催し､ 南城市､ 八重瀬町の小中学生

を中心に約���名の参加があった｡

����

���区にあたる｡ 表土から人骨を含む若干の遺物

が採集されたが､ 表土以下はオカガニの爪やマイマ

イ等を含む無遺物のシルト層となる｡ このシルト層

中には､ ところどころに細砂の葉理が認められ､ こ

の堆積物が水流によって運ばれたものである可能性

が推測された｡ 調査区Ⅰでは､ シルト層を約�	�ｍ

掘り下げた時点で発掘を中止した｡

����


��､ 
��区にまたがって設定した１�×２�の調

査区である｡ 表土中より少量の人骨､ 土器片ととも

に多量のイノシシ骨が出土した｡ イノシシ骨の中に

は､ 火を受けたものも含まれる｡ 土器片はすべて小

破片であるが､ 爪形文土器や無文土器 (第３図１・

２)､ 室川下層式？ (同図３)､ 面縄前庭式 (同図４)

などがみられる｡ 表土以下は調査区Ⅰ同様無遺物の

シルト層となっており､ 地表下	��まで掘削した

が岩盤には至らなかった｡ 断面の観察では､ 表土直

下のシルト層は下部にむかって漸次粘土に移行する

様子が観察された｡

����������

表土中より人骨､ 獣骨､ 土器細片等が検出された｡

表土直下でシルト層にあたり､ 掘削を停止した｡

４ 平成20年度の調査 (第２次調査)

平成��年��月��日 (月) ～��月４日 (木) まで実

施した｡ 調査面積は約��㎡である｡ ��月��､ �日に

は現地見学会を開催し､ 南城市､ 八重瀬町の小中学

生を中心に､ 約���名の参加があった｡ また､ 平成

��年度は､ 発掘調査と並行して洞内１ヵ所と洞外１

ヵ所の計２ヵ所において､ ボーリングによる地質調

査を実施した（���，���)｡ ボーリング調査の成

果については別途報告することとし､ 以下では発掘

調査の成果について記載する｡

���	

東側開口部の���､ ��､ ���､ ��区にまたがって

設定した４�×３�の調査区である｡ 洞外から洞内

へ堆積物が流れ込んだ斜面部にあたっており､ セク

ション図 (第２図) に示すように､ 堆積は洞穴外側

で厚く内側では薄い｡ 調査区の大部分は岩庇ライン

より内側にかかる｡ 調査前､ この地点には洞口を区

画する木柵列が存在し､ 地表面には洞外から寄せ集

められた状態で､ 大小の石灰岩礫が集積されていた｡

作業はこれらを撤去することから開始した｡ 今回は､

地表下�	��まで掘削し､ １～５層まで５枚の堆積

層を識別した｡

１層は黒褐色土で､ 大小の石灰岩礫が大量に含ま

れ､ 発掘には多大の困難を来した｡ 遺物は少ないが､

陶磁器やガラス製の薬瓶､ 金属片などが出土した｡

また､ ���区南壁にかかる形で１体分の人骨が検出

されている｡ この人骨は､ 石灰岩礫の隙間に落ち込

んだような形で頭位を南西に向け､ 仰向けに四肢を

屈した状態で検出された｡ なお､ 断面図中､ 層名を

付していないが､ １層上面を覆う形で整地層が認め

られた｡ 関係者の話によると､ これはおきなわワー

ルドの開発に伴う整地層とのことであった｡

２層は褐色土で､ 縄文晩期頃の土器 (第３図��)

をごく少量含む｡ ２層上面～上部にかけて､ 全身の

各部位にわたる人骨群が､ いくつかのまとまりをもっ

て検出されたため､ これを���とした｡ ���は､ い

わゆる崖葬墓的性格をもつものと考えている｡ なお､

���の人骨には焼骨は含まれていないが､ ２層中か

らは散乱状態で焼けた人骨片が少量出土している｡

３層は褐色土で､ シジミやマガキガイ等の破砕貝

や焼けた獣骨片が多数出土した｡ 貝類の出土量は約

�	���を量る｡ ３層中からは各種の土器が出土する

が､ 上部では縄文後期､ 晩期の土器が多く､ 大山式

と見られる押引文土器も見られた｡ 中､ 下部では中

期 (面縄前庭式) の土器が多く出土している｡ 調査

区Ⅲ南半では３層中より石敷きを有する炉址１基お

よび焼土面が検出されたため､ それ以下の掘削は行っ

ていない｡ 石敷炉直上からは面縄前庭式の破片 (第

３図��) がややまとまって出土している｡

３層以下の調査を実施した調査区Ⅲ北半では､ ３

層下部から４層上部にかけて拳大の石灰岩礫が多数

検出された｡ 当初､ この礫の集中について人為的な
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第２図 調査区Ⅲ北壁セクション（縮尺����）
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���������
����
���������	�����������

第３図 武芸洞出土土器（縮尺���）
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遺構の可能性を考慮したが､ 調査範囲が限られてい

たこともあり､ 明確に遺構と判断することはできな

かった｡ 礫には黒化したものも含まれており､ 火を

受けた可能性が疑われる｡ この礫集中部周辺からの

出土遺物は少ない｡

４層は褐色土で､ 特に岩庇ラインより内側ではイ

ノシシ幼獣骨を中心に､ 多量の遺物が密集した状態

で検出された｡ 今回は５㎡ほどを調査したに過ぎな

いが､ 獣骨の出土量は小破片まで含めると���点を

越えている｡ これらの獣骨とともに縄文前期の爪形

文土器 (第３図５～８､ ��) が���片ほど出土して

いる｡ 土器片はほとんどが胴部の小破片であり､ 器

壁は薄く脆弱で､ 取り上げ時に破損したものも多かっ

た｡ 貝類としてはカワニナ､ カンギク､ アマオブネ

などが見られ､ ３層出土の貝類とは貝種構成に差異

が認められる｡ このほか刃部磨製石斧､ 砥石､ 剥片

石器等も見られた｡ 遺物の出土状況等から見て､ 平

成��年度調査区Ⅱの表土は､ この�層に相当する可

能性が高い｡ 多量の遺物が出土したため､ 今回は調

査区Ⅲ北半の限られた範囲内においても４層を完掘

するには至らなかったが､ ���区北壁に沿って設定

したサブトレンチ内では４層下に褐色土が認められ､

これを５層とした｡ 現在のところ､ ５層からは遺物

は出土していない｡

����

	��､ �
､ ���､ �
区にまたがって設定した３�

×���の調査区である｡ この調査区では､ 当初	��

区北東部の１�×１�の範囲を掘削した際､ 西壁の

セクションに炉址がかかっていたため､ その広がり

を調査するために調査区を拡張したところ､ 大型の

石材が露出した｡ この石材を取り外すと､ 思いがけ

ずその直下から第１号人骨の頭蓋骨が検出された｡

結果的に､ この石材は石棺墓の標石と蓋石であった

のだが､ その後､ 周囲を精査し､ 石棺墓 (��) の

検出に至ったものである｡

石棺墓 (��：第４図) は表土直下で検出されて

おり､ 一部の石材は地表に露出していた｡ 長さ約

����､ 幅約�����をはかる｡ 石棺墓を構成する石

材はすべて石灰岩で､ 周辺の転石を利用したものと

思われる｡ 現在のところ､ 石材に人為的な加工の痕

跡は認められない｡ なお､ 後述するように石材の一

部には天井から落下したつらら石も含まれていた｡

石棺上部には､ 扁平な石灰岩礫を利用した蓋石が

存在したが､ 石棺の東西壁をきちんと渡る大型の石

材は少ない｡ 実質的には､ 石棺内を礫と土で埋め戻

した後､ 棺体上面を平石によって封じたものであろ

う｡ ただし､ 石棺南端部は､ 蓋石の下に礫がほとん

ど存在せず､ 発掘時も蓋石の下に空隙が存在してい

たことから､ この部分については完全には埋め戻さ

れずに､ 直接平石によって蓋がなされていた可能性

がある｡ 蓋石は表土下数��で検出されているが､

石棺の南半部では蓋石の上にも石灰岩礫が積み上げ

られており､ 一部は地表面に露出していた｡ この礫

は標石の役割を果たしていたものと推測される｡

蓋石下の石棺内部は､ しまりのない乾燥した粉末

状の土壌で充満しており､ 埋土は刷毛で容易に除去

することができた｡ 埋土中には大小の石灰岩礫､ マ

イマイ殻が大量に含まれていたほか､ ウニの棘が多

数検出されており､ 遺体の被覆に海砂が利用されて

いた可能性も考慮される｡

石棺内からは埋葬状態を留めた第１号人骨のほか､

微量の土器片とともに､ 全身の各部位にわたるヒト

の遊離骨が検出されている｡ これらの遊離骨は､ 石

棺蓋石上からも散乱状態で検出されており､ 第１号

人骨埋葬以前に､ 石棺内に埋葬されていた人骨に帰

属する可能性がある｡ 石棺内から出土した土器はご

く少量で､ 小破片ばかりであるが､ 宇佐浜式～仲原

式頃のもの (第３図��) が見られることから､ 石棺

墓の帰属時期は縄文晩期と推定される｡ なお､ 石棺

墓周囲からは室川式 (第３図��) と見られる破片も

出土している｡

平成�年度の石棺墓の調査は､ 第１号人骨の取り

上げを完了した段階で終了し､ 埋め戻しを行った｡

しかし､ 石棺墓自体の底面は第１号人骨がのる面よ

りもさらに深いことが	��区北東部のトレンチ部分

の観察から判明している｡ また､ 検出面での観察か

らは棺体外側に掘り方を有するようであるが､ 石棺

下部および棺体そのものの調査は､ 平成�年度以降

に実施する予定である｡ したがって､ 今回提示する

石棺墓の図面および考察は､ 現時点での速報的なも

のであることをお断りしておきたい｡ 最終的な図面､

考察は本報告において提示する予定である｡
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第４図 調査区Ⅳ－���（石棺墓）
����	
�� ���������	������
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����

石棺内からは埋葬状態を留めた第１号人骨ととも

に､ 覆土中より第�号人骨とは別個体に属する多数

の遊離骨が検出されている｡ 以下では主に第�号人

骨の状況について記載する｡

第１号人骨は､ 頭位を北東に向けた伏臥伸展の状

態で検出され､ 顔面部はやや右を向いていた｡ 全身

の骨格が遺存しており､ 埋葬後に骨格が大きく乱さ

れた様子はない｡ ただし､ 手足の指骨はやや乱れた

状態で検出されている｡ 人骨の身体的特徴について

は､ 現在形態的分析を進めているところであるが､

小柄な成人男性と考えられる｡

第１号人骨に伴う遺物としては､ 左前腕部より直

径４��程度の貝珠が��個検出されており､ 腕輪と

して着装されていたと考えられる｡ また､ 頸椎下よ

り殻頂部を打ち欠いた小型のカサガイが検出された｡

このカサガイは床面に置かれた状態ではなく､ 斜め

に傾いた状態で検出されており､ 出土状況から着装

品の可能性がある｡

着装品以外の供献品としては､ 腰部に置かれたシャ

コガイおよび左足付近に置かれたカサガイがある｡

カサガイは､ 頚部から出土したカサガイと同様､ 殻

頂部を打ち欠いたもので､ 殻頂側を下にして置かれ

ていた｡ これらの供献品は､ いずれも直接人骨に接

してはおらず､ やや浮いた状態で検出されている｡

このほか､ 特記すべき事項として､ 左の脛骨､ 腓

骨の上に置かれたつらら石がある｡ このつらら石は､

天井から落下したつらら石を転用したものとみられ､

脛骨､ 腓骨との間には土が介在していた｡

�������	���
������������

���

以下では､ 今回の調査所見に推測を交えながら､

暫定的に石棺墓 (���) における第�号人骨の埋葬

過程を復元してみたい｡

� �� �!�"#$�

石棺床面上に伏臥の状態で遺体を安置する｡ 頭

部付近の床面は他よりもやや低くなっていたらし

く､ 頭部を安置するためにあらかじめ床面が整え

られた可能性がある

%� ��&��'(�)&*+�, -.�

礫には床面から浮いた状態のものも見られるの

で､ 遺体を土で覆う作業と並行して行われた可能

性もある｡

%� /$0� 123�

腰部のシャコ貝を支える礫の下にも､ うすく土

が介在していることから見て､ 遺体が見えなくな

る程度まで土 (海砂？) を被せたものと考えられ

る｡

4� 567�899� #0

つらら石と脛骨､ 腓骨の間には薄く土が介在し

ていたので､ つらら石は遺体が土で覆われた後に

置かれたものと考えられる｡ 埋葬後､ 壁体として

利用されていたつらら石が偶然ずれ落ちた可能性

も考慮されるが､ つらら石上部の礫および蓋石が

乱れていないこと､ 左の脛骨､ 腓骨の位置が乱れ

ていないこと､ カサガイがつらら石に接して置か

れていること等から考えて､ 意図的に置かれたも

のと判断した｡ 下肢部分を礫で覆う作業と並行し

て行われたのであろう｡

4� :;<=> ?@$�

シャコガイを安定させるための支えとして､ 小

さな石灰岩礫が２個使用されていた｡ また人骨と

礫の間にはうすく土が介在していた｡

4� AB=> ?@$�

殻頂を打ち欠いたカサガイを供献する｡ 位置関

係から見て､ つらら石設置後に供献されたのであ

ろう｡

C ,&�D�.E$

棺体上面まで礫と土を入れて埋め戻す｡

F G� #0

蓋石を置いて棺体を封じる｡

H I� #0

蓋石の上に礫を積み上げ､ 標石とする｡

上記のように､ 埋葬過程はＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→

Ｆの順に進行したと考えられる｡ この復元は､ 現状

における暫定的な所見であり､ 今後変化することも

ありうる｡ 全体的な印象としては､ かなり手間をか

けて埋葬していることがうかがわれ､ 儀式的な手順

を踏んだ葬送が行われたのであろう｡ また､ 石棺埋

土中より第�号人骨とは別個体に属する遊離骨が多

数出土していることから見て､ 第�号人骨埋葬以前
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に､ この石棺に別の人物が埋葬されていた可能性も

否定できない｡ この問題については､ 来年度以降の

調査において解明していきたい｡

����

調査区Ⅴでは表土直下に厚さ����ほどのフロー

ストーン (���) が発達していた｡ 表土および���

よりイノシシ骨､ 人骨等が出土した｡ ���を除去す

ると､ シルト層となるが､ �	��下にさらに厚さ
�

�ほどのフローストーン (���) が形成されていた｡

���を除去すると､ 再びシルト層となり､ このシル

ト層中よりネズミの下顎骨�点が検出されている｡

調査区Ⅴは表土より����掘削した段階で､ 発掘を

中止した｡

５ 小結

最後に今回の武芸洞発掘調査の意義について述べ､

まとめとしたい｡

①沖縄県ではこれまでに読谷村渡具知木綿原 (當

間・上原編 ���)､ 同渡慶次中川原 (仲宗根 ���

�)､ 同渡慶次大久保原､ 宜野湾市真志喜安座間原

(宜野湾市教育委員会 ����､ ����)､ 同宇地泊兼久

原 (宜野湾市教育委員会 ����) などの海浜遺跡で

石棺墓の検出例が知られていたが､ 今回初めて洞穴

内で石棺墓が確認された｡ また､ 初めて貝珠腕輪が

着装された状態で発見された｡ なお､ 奄美諸島では

徳之島伊仙町の面縄第�貝塚に洞穴内石棺墓の検出

事例がある (伊仙町教育委員会 ��	)｡

②今回､ 沖縄島南部としては初めて爪形文土器の

包含層が確認された｡ これによって､ 沖縄島南部に

も爪形文土器が分布していたことが確認されたと同

時に､ 従来知られていた沿岸部だけでなく､ 内陸部

にも爪形文期の遺跡が分布していたことが明らかと

なった｡

なお､ 今回は武芸洞発掘調査成果の事実記載を主

眼としたため､ 他遺跡の事例との比較検討は今後の

課題としたい｡

さて､ これまで述べたように今回の武芸洞の発掘

では､ 沖縄県初となる洞穴内での石棺墓の確認をは

じめ､ 極めて遺存状態の良い人骨や貝珠腕輪の着装

状態を確認するなど､ 多くの重要な知見を得た｡

調査の成果もさることながら､ 今回の調査地点で

ある武芸洞は､ 平成��年８月よりオープンしたガイ

ドツアーコース「ガンガラーの谷｣ 内に位置してお

り､ 関係スタッフの協力を得て､ ツアー参加者に発

掘調査の様子を間近に見てもらうことができた｡ 参

加者の反響はおおむね好評だったようである｡ さら

に､ 平成��年��月��日 (土)､ 
�日 (日) には､ 現

地見学会を開催し､ 南城市､ 八重瀬町の小中学生を

中心に､ 約���名の参加があった｡

今回の発掘調査が､ 雄樋川流域の歴史を掘り起こ

すだけでなく､ 観光や教育普及にも一役買うことが

できたのは幸いである｡ その背景には､ 博物館だけ

でなく､ 地元の南城市､ 株式会社南都の三者の連携

があったことは言うまでもない｡ 今後ともこうした

協力体制を維持・発展させていくことによって､ 調

査研究成果の地域還元に努めるとともに､ さらなる

波及効果を期待したい｡
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